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題字について

元本学教育学部教官

菅 野 智 明 氏 の 筆

　近年出土した、中国漢代の肉筆に示唆を得た。そ
れは、二千年後の現代でも色あせず、新鮮な光を放っ
ている。「創造」という言葉から想起するのは、こ
うした時空を超えた新しさである。 （菅野智明）
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　 中　川　和　重　　　福島大学共生システム理工学類

● 編 集 後 記 ●

　福島大学 地域創造 第30巻第２号では，論文３編，研究ノート２編，調査報告１編，資料３編および
シンポジウム報告１編を掲載いたしました。ご寄稿下さった方々，査読にご協力頂いた方々に御礼申し
上げます。
　本号では，福島県内の青年期教育事業，スポーツイベントの効果、地域の国際化に伴う国際交流推進
に求められるもの、福島地域での生態系の実態や放射線教育の実態報告など時間スケールとして長いも
のから震災前後までの短いのものに関する重要な論文・研究ノート・調査報告を寄稿していただきまし
た。これらの寄稿はまさに，本誌が担うべき特徴が強く現れているものと考えております。加えて，「地
域の窓」では，伊藤宏理事・副学長（研究・地域連携・就職担当）より，本学の地域創生と学生教育に
関する取り組みについてご執筆いただきました。
　最後に，地域連携課はじめ，本誌発行にご尽力頂いた方々に深謝いたします。
 （共生システム理工学類　中川　和重）
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